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多数の文化財と優れた伝統文化の継承に幾多の労をついやし

ている歴史都市「京都」は、より活力ある豊かな近代都市建設

にむかって発展の取り組みを強めているところであり、更に平

安建都1200年の歴史的節目を8年後に迎えようとしております。

この平安建都1200年記念事業並びに21世紀の理想のまちづく

り計画は、都市の優れた伝統のうえに新しい創造を加えるもの

で、市民が一体となって取り組んでいるところです。

しかしながら、まちづくりの基幹としての「都市建設事業」

は、歴史的文化遺産の保存と継承に大きな影響を与えるもので、

本市では埋蔵文化財の保存については、市民の理解と協力を得

て行っており、また保存し難い遺跡の調査についても市民の協

力を得ているものです。

この調査概報は、昭和60年度国庫補助事業として実施した発

掘調査の概要をまとめたものであり、本書が埋蔵文化財の研究

に、また有用な資料としてご活用いただければ幸いです。

本調査の実施にあたり調査を受託された財団法人京都市埋蔵

文化財研究所、及び御指導いただいた関係各位、並びに市民の

みなさまに心から感謝の意を表します。

昭和61年3月

京都市文化観光局
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本書は、京都市文化観光局が財団法人京都市埋蔵文化研究所に委託して実施した、文

化庁国庫補助を伴う御堂ヶ池古墳群・音戸山古墳群の発掘調査概要報告である。

調査箇所は以下のとおりである。
おんどがい け

名称御堂ヶ池21．26号墳所在地京都市右京区梅ヶ畑向ノ地町27－1．27－4
おんどやま

名称音戸山7．8号墳、音戸山西支群1．2号墳所在地京都市右京区鳴滝音

戸山町11．11－3

発掘調査の期間と担当者及び調査参加者は以下のとおりである。

御堂ヶ池21．26号墳昭和59年11月～昭和60年1月京都市埋蔵文化財調査センター

技術吏員北田栄造

音戸山7．8号墳昭和59年10月～昭和60年1月財団法人京都市埋蔵文化財研究所

調査員木下保明・丸川義広

音戸山西支群1．2号墳昭和59年11月・昭和60年3月北田

調査補助員東洋一・児玉光世・佐山恭代。卜田健司・夏原三郎・長谷川行孝占

藤野彦之・牟田嘉孝

本書の執筆・編集は第1．2章を北田が担当し､第3章を丸川が担当した。写真撮影

は一部を除き同研究所調査員牛嶋茂が担当した。

本書で使用した方位は、平面直角座標系Ⅵによった。標高は海抜高T.P.を使用した。

本書で使用した位置図は、京都市発行の1／2,500都市計画基本図（鳴滝・宇多野）

を調整使用したものである。
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第1章御堂ケ池21．26号墳

1調査経過

調査に至る経緯昭和48年3月にゴルフ練習場造成工事に先だって、御堂ヶ池20号墳の
注l

発掘調査を実施したが、その後工事は中断され20号墳は地下に埋没した状態で保存されて

いた。ところが、その造成計画が再開され、今回同じ敷地内にある21号墳、26号墳の発掘

調査を実施することになった。

御堂ヶ池古墳群は今回の調査の際新たに発見されたものを含め総数26基が確認されてい

る。古墳群の立地は谷合いの御堂ヶ池（昭和47～48年埋立）を挟んで西側の丘陵斜面に21

基、東側の丘陵頂上及び斜面に5基がそれぞれ点在している。今回発掘調査を実施した21

号墳は、池の東側斜面に立地し、20号墳の背後に隣接している。26号墳はその南側の丘陵

上に24．25号墳等と並んで、その一番東側に位置している。発掘調査は造成予定地内にあ

る21．26号墳を対象として行った。なお、調査以前に造成のための重機が入れられたため

に、26号墳は墳丘の半分が削平されていた。

本古墳群では過去に9基の古墳を発掘調査しており、今回の2基を含めて総計11基の発

掘調査を実施している。過去の調査は、昭和29年に11号墳が同志社大学によって調査され、

昭和39．40年には宅地造成、道路敷設工事に伴い6基（6．12．13．14．15．17号墳）が
注2

京都府により発掘調査されている。この時の造成は大規模なもので、御堂ヶ池周辺の景観

はこの段階で一変したといえる。なおこの造成工事中に弥生時代中期の外縁付紐式銅鐸4

個が発見されている。さらに昭和48年には六勝寺研究会により20号墳が調査され、昭和57
注3

年には群中で最大規模の1号墳が、やはり宅地造成に伴い調査されている。現在群中で現

存するものは、埋没のものを含め10基であり、消滅したものは16基である。

調査の経過調査は21号墳から開始した。調査の経過は21．26号墳共に任意方向のトラ

バースを設定して地形測量を行い、十字に畦を残して表土剥ぎを行った。この段階で26号

墳は石室の平面輪郭を検出したが、21号墳に関しては、かなり後世の石取り等により石室

が荒されていたため、トレンチによる掘り下げによって石室を検出した。石室内の調査で

は、床面を検出した状態での全景及び個別の写真を撮り、実測図を作成した。最後に断ち

割りを行い、この断面によって墳丘構築状態を記録し、埋戻して現場作業を終了した。

－1－



2御堂ケ池21号墳

墳丘21号墳は昭和48年に調査を終了している20号墳の後方斜面に立地している。墳丘

形態は円墳で、周溝は斜面を切り込んでつくられており、墳丘の東半分にめぐらされてい

る。古墳の立地するこの丘陵斜面は、20°前後の急勾配であるため、古墳を構築するにあ

たっては、後方斜面を削り取って、平担面を築いている様子がその地形から判断される。

115

溌

ｰ一一一一

図2御堂ケ池21号墳調査前墳丘測量図（1：200）

－2－
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墳丘規模は、南北が周溝

心々間で約16m，東西は東

が周溝の中心、西が墳丘裾

部で約15mを測る。

墳丘を構成する封土は、

厚い所では80cmほど残存し

ているが、墳丘中央の石室

付近では後世の盗掘．石材

取りによる攪乱がかなり深

くまで達している。

封土の状態は、地山の黄

褐色土層及び暗赤褐色砂泥

層を主体とするもので、部

分的に拳大の礫を多く含ん
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図4御堂ケ池21号墳調査後墳丘測量図（1：200）

部寄りで09m、最大幅は玄室寄りにあり1.25mを測る。

石室高は、天井部及び壁面石材の大半が欠損しているため不明であるが、現状では北壁

の袖石が最も高く1.15mを測る。石室平面は左右がほぼ対象となっており、均整のとれた

形態を呈している。また石室の残存状態は良好ではなかったが、石室前面の開口部左右に

は石室端の指標と考えられる列石が検出された。
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石室に使用された石材の種類は全てチャートである。石材の大きさは長さ70～80cm，幅

30～40cmのものが最も多く、残存するものでは奥壁に使用された2石のうち南寄りの石室

が、長さ1.5m,幅lmと最も大型である。次に北壁の袖石が長さ1.2m、幅0.9mを測り、

同じく北壁の奥壁から2個目の石材が長さ0.85m，幅0.8mを測った。なお、南壁の袖石

は本来北壁の袖石と同じ規模をもっていたと想定されるが、検出した段階では、細かく破

砕されていた。

石室の遺存状態は悪く、最下段ないしは2段目まで力職られるのゑである。南壁の奥壁

付近に関しては最下段石材も抜き取られていたが、石材の据え付け痕跡により、この部分

に2石の最下段石材が据えられていたことがわかる。

石組の状態は、奥壁と袖石及びその他の数石が縦積桑をしている以外は全て横積みであ

る。

次に床面を承ると、玄室の全面及び、羨道部の開口部から2.5mの所までに敷石を一面

に施している。この敷石の多くは10cm前後の板状のもので、材質は壁面石材と同じチャー

トである。羨道部の中央よりやや開口部寄りの所には長さ40～50cm，幅20～30"の石を数

個置いて閉塞しているが、敷石はこの手前まで施されており、それより開口部寄りには疎

らに承られる程度である。この羨道部内の閉塞石は北壁と接する所では3段に積まれた状

態であったが、他は最下段の象で、上部石材はその前後に散乱した状態であった。また、

開口部には長さ65cm，幅35cmの石が1個承られ石室全体を閉塞した形になっている。羨道

部に承られるこれらの閉塞石は本来何段か積まれることにより機能を果していたものと考

えられる。

なお、石室前面の列石は羨道部の側壁と連続しており、検出された長さは北側が2.5m、

南側が3.5mであった。

出土遺物21号墳の調査において出土した遺物は、石室内から古墳時代の須恵器5点

(杯2点、蓋3点）・鉄鑑3本、耳環1個があり、それ以外には墳丘東側の斜面から平安時

代の土師器皿2点が出土している。また調査区内の南西隅には以前調査を実施した20号墳

の一部を検出しているが、その20号墳の周溝内で当時木の根があるため調査できなかった

部分があり、今回それを除去したところ、その個所から須恵器壺2点が出土しているので

今回合わせて報告する。

〔遺物出土状況]21号墳の石室内より出士した遺物の内訳は、羨道部から出土した蓋

4以外はすべて玄室内から出土したものである。まず玄室内でみつかった遺物の出土状況

-－5－



をふると、北西隅にあたる北壁と

袖石とのコーナー部から杯1．2、

3蓋3が完形で出土している。また

この3点とほぼ同じ位置から蓋が

1点出土しているが、これは小破

片であった。完形で出土した杯及
015cm 4
－－ー

図6御堂ケ池21号墳出土須恵器実測図
び蓋の3点はすべて口縁部を上に

した状態で象つかっており、小破片のものも含め2次的に移動している可能性が強い。鉄

鍍3本は南壁と袖石とのコーナー部付近から出土しており、耳環は奥壁付近の北壁から50

cmの所で出土している。羨道部においては、玄室から1.6mのやや北壁寄りの所で蓋(4)

が1点出土したのみである。

〔出土遺物〕杯（1．2）には底部にヘラケズリをするもの（2）としないもの（1）

とがある。前者はたちあがりの内傾度が大きく、受部は外上方へのびる。底部は扁平でヘ

ラケズリの面積は約1／3である。色調は灰色を呈しており焼成状態は良い。法量は口径

11.0cm、器高4.2cmである。後者はたちあがりがか

なり低く、底部はへう切りのまま不調整である。色

調は淡灰色を呈しており、焼成状態は悪い。

蓋（3．4）2点は口径が共に12.8cmである。天

井部と口縁部を分ける稜線は承られず全体に丸味を

もっている。焼成状態は悪い。

鉄鍍出土した鉄鍍は総数3本で、その形態は鍍

身がややぶ厚く両側に刃をもつもの（1．2）と鑑

身が薄く先端部分に刃をもつもの（3）とがある。

頸部、茎部の断面はほぼ正方形を呈し、その境には

鰊状突起がみられる。また茎部表面には矢柄に装着

する際、すべり止めの役目を果たしたと考えられる

繊維の筋が観察された。全長をとどめるものはなか

ったが、比較的残存状態の良好なもの（1）で長さ

16.7cmを測る。

耳環1点出土しているが、表面の破損が著しく

Ｉ
川
脈
Ⅷ
刑’

’3

●
’’

’121

010cm
－

図7御堂ヶ池21号墳出土鉄鍍・

耳環実測図
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全体に縁青がふき出しているため、

現状では金貼りか銀貼りかは不明

である。

〔20号墳出士遺物]20号墳の

周溝から須恵器壺が2点出土して

いる。1点は長頸壷（1）で、も

う1点は短頸壷（2）である。長

頸壺は口径8.0cm、器高16.2cmで、

最大径が体部中央にあり、12.2cm

L－－－－－－－重c、

図8御堂ケ池20号墳出土須恵器実測図

を測る。この体部中央付近には2条の凹線をめぐらしている。短頸壺は口縁部が短かくた

ちあがるもので口径7.2cm，器高10.2cm、肩部に最大径があり、13.2cmを測る。

3御堂ケ池26号墳

墳丘御堂ヶ池26号墳は20．21号墳の南側にゑられる南北に長い尾根と、そこから延び

る東西の短い尾根のくびれ部に位置している。墳丘の東西方向はゆるやかな登り斜面にな

るが、南北方向は谷筋にあたるため下り斜面になる。この26号墳は墳丘の北側約半分を調

査前に削り取られたため、全容を明らかにすることはできなかったが、調査によって直径

約11cnlの円墳であることが明らかになった。なお墳丘高は1.6mを測るが、現状における

墳頂部は墳丘の中央よりもやや北寄りにある。

東西及び南北に設定した断ち割りトレンチにより墳丘の構築状態を調べると、まず地山

ラインは西から東に下っており、墳丘東側周溝からさらに東へ約1mの所が最も低所で、

そこから東へは地形に沿ってまた上っていく。この地山は墳丘の所では盛り上りを形成し

ており、墳丘を構築するにあたって、まず、墳丘周辺の地山を削り込んでいることが想定

される。墳丘を構成する封土は約50cm程残っていた。この封土は墳丘のベースとなる地山

の淡赤褐色砂泥層を主体とするもので、石室の構築に伴い、盛り上げられた様子が観察さ

れた。

石室に直交する南北トレンチにおける石室掘り形の規模は肩部で幅3.3m、深さ0.7m掘

り形底面の幅約1.8mを測る。また周溝は同じく石室直交ラインで幅1.7m，深さ0.2mを

測る。

内部構造本古墳の主体部は横穴式石室で、ほぼ東に開口している。床面を検出した状

－7－
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図9御堂ケ池26号墳調査前墳丘測量図（1：200）
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図10御堂ケ池26号墳墳丘断面図（1：100）
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態での石室規模は、残存長が3.5mで、幅は奥壁付

近で1.1m、奥壁から2.7mの所で1.04mを測る。

この石室の形態に関しては、検出された範囲内に

玄室と羨道部とを分ける袖部がゑられないことや、

幅も1m前後であること等から判断すると、無袖式

である可能性が強い。

床面に施された敷石は、検出された床面のほぼ全

面に承られるが、密度は疎い。

石組みの状態は全て横積みで、持ち送りにより構

築している。現状では、奥壁において7段まで残っ

ており、高さは1.2mを測る。石材の大きさは、最

下段及び2段目が、長さ30～40cm，幅20cm前後のも

のを多く使用しているの比べ、3段目以上において

は、長さ50～70cm，幅30～40cmのやや大型のものを

多く使用している。石室内の埋土には、石室に使用

されたと考えられる石材が多数転落していた。石室

に使用された石材の種類はチャートである。

出土遺物発掘調査時における出土遺物はなかっ

たが、調査前の重機による造成の際に出土したと思

われる須恵器蓋1点を石室前面で採集している。

この蓋は天井部に粗いヘラケズリを施すもので、

天井部と口縁部とを分ける境界には鈍い稜をもち、

口縁端部は内側が浅く凹む。

4小結

露

図12御堂ケ池26号墳調査後

墳丘測量図

010cm
－－

図13御堂ヶ池26号墳出土

須恵器実測図

御堂ヶ池古墳群は嵯峨野の背後を画する丘陵の谷間に立地している。群中の古墳はすべ

て円墳であり、その規模は直径30cmを測る1号墳以外は大半が直径10m前後の小円墳であ

る。その中で直径16mを測る21号墳は比較的大きな規模をもつものといえる。21号墳に接

して西側にふられる20号墳の直径は9mであった。この墳丘の規模だけでゑた場合、西側

斜面に立地する21基の中でも裾部にみられる17基は、1号墳を除き全てが直径10m前後の

－10－



小円墳であるのに比べ、斜面上部や尾根上に立地する4基のうち3基が直径15m前後の規

模をもつものという特色を示している。なお他の古墳とはやや離れて20．21号墳の南側の

丘陵上に築かれた24～26号墳の墳丘規模は直径10m前後である。21号墳の石室開口部にゑ

られる列石は、隣接する20号墳にもふられるが、20号墳における列石は開口部前面にも連

続しており、21号墳のように開口部の両側壁から八字形に開く形態は、西側斜面に築かれ

た12．13号墳における列石のあり方に類似するものである。

調査を行った2基の古墳の内部構造は横穴式石室で、21号墳は両袖式、26号墳は無袖式

のものであった。21号墳の石室床面の平面規模は、本古墳群内で調査された他の石室と比

較した場合、最大の規模をもつ1号墳に次ぐものである。この21号墳の石室床面は、左右

がほぼ対称の整った両袖式の形態を呈しており、その形態・規模に類似するものは、本古

墳群内にはみられず、むしろ西京区の大枝古墳群内の4．15．20号墳の石室をあげること

ができる。

26号墳は、幅1mの無袖式石室であり、その形態・規模は本古墳群内の12･26号墳に類

似するものである。この無袖式石室の床面幅は、本古墳群内で調査を行った両袖・片袖式

石室の羨道部床面規模とほぼ一致しており、1m前後の幅をもつことが横穴式石室という

形態を維持する限度になるものと考えられる。

出土した須恵器を承ると、21号墳では杯・蓋の底部及び天井部は不調整で、杯受部のた

ちあがりも非常に短い。粗いヘラケズリを施す杯も1点出土しているが、その調整は雑な

ものであり、7世紀前葉の年代が考えられる。26号墳では、出土遺物が全くみられず、調

査以前に削り取られた石室内のものと思われる須恵器蓋1点を石室前面より採集している

にすぎない。この蓋は天井部に粗いヘラケズリを施すものであるが、天井部と口縁部とを

分ける境界は鈍く、その年代は21号墳出士須恵器と同じ7世紀の前葉と考えられる。

今回調査を行った21．26号墳は、出土遺物でゑる限りでは7世紀前葉に位置づけられる

が、横穴式石室の形態としては最も退化したものと考えられる無袖式石室が多くなるこの

時期に、21号墳のような比較的整った両袖式石室を内部主体とする古墳が築造されるとい

う現象は、6世紀後半以降において、丘陵部に小円墳を主体とする古墳群が築造される一

方で、平野部には前方後円墳が築造されるという現象と共通するものがあり興味深い。

注1『御堂ヶ池群集墳20号墳発掘調査報告』六勝寺研究会昭和49年

注2『埋蔵文化財発掘調査概鋤「御堂ヶ池群集墳発掘調査概要」京都府教育委員会昭和40年

注3『御堂ヶ池1号墳発掘調査概鋤京都市文化観光局。（財)京都市埋蔵文化財研究所昭和57
年
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第2章音戸山西支群1．2号墳

1調査経過

調査に至る経緯御堂ヶ池21．26号墳の調査に入ってまもなく、本支群の1号墳が樹木

移転に伴う重機の掘削を受け、石室石材の大半が散乱するという事態になった。このため

土地所有者と京都市埋蔵文化財調査センターとが協議を行い、急違本古墳群の調査を実施

することになった。

この音戸山古墳群における西支群は、『嵯峨野の古墳時代』（京都大学考古学研究会、昭

和46年）では朝原山62～66号墳として報告されたものである。その位置は御堂ヶ池古墳群

と音戸山古墳群のほぼ中間にあり、狭い谷間の西側斜面に4基が裾を接して南北に並んで

いる。またこの4基の古墳と向い合う東側斜面でも1基が確認されていたが、今回周辺を

踏査したところ、新たに3基の古墳を発見した。この地区におけるこれらの古墳はすべて

円墳であり、その規模も直径がすべて10m前後であるという特徴をもっている。

調査経過調査は周辺整備の後、西側斜面に南北に並ぶ1～4号墳の墳丘測量から開始

した。古墳の調査は、樹木の移転により掘削を受けた1号墳と、この1号墳に隣接する2

号墳の調査を実施した。まず1号墳の調査では、遺跡の保存を前提として墳丘断面の観察

及び露出した石室部の調査を行った。2号墳は、墳丘頂上部付近に石室の天井部が露出し

ており、石室内には空洞部も一部確認され、いずれこの部分から石室の崩壊することが予

想されるため、石室の残存状態の確認及びその保護を目的として調査を行った。このため

調査は最少限度にとどめ、床面も石室内のトレンチにより検出した。なお調査終了後は、

士納袋により埋戻しを行った。

2音戸山西支群1号墳

墳丘1号墳の墳丘規模は、墳丘北側の2号墳と接する周溝を検出したのみであるため、

正確な寸法は不明であるが、過去の踏査記録やその地形から判断すると直径7mほどの円

墳と考えられる。この1号墳は同じ並びにある4基の古墳の中では最も小規模なものであ

る。

1号墳は北側を2号墳に接しているが、周溝内の堆積状態には切り合い関係は認められ

－12－
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なかった。墳丘の構築にあたっては、

まず丘陵斜面を円形に掘り込んで構

築面を造っている。墳丘の盛土は石昌

一_……_"”－－－_、‐,．”．’§

－

L:92.50m

線
一

蕊
②室の構築に伴って行っているが、現

状では墳丘中央部で約1mの厚さを

測った。また2号墳と接する部分の

周溝幅は3.5mを測る。石室を構築

するための掘り形規模は、作図した

横断面での肩幅約2m、深さ60cmを
図15音戸山西支群l号墳石室実測図（1：50）

測る。なおこの掘り形は肩部から底

部の間に段をもつ二段掘り形の形状を呈している。

内部構造本古墳の内部構造は横穴式石室で東に開口している。樹木の移転に伴い石室

の大半が削られており、全容は不明である。残存する石室の全長は約1mで、幅は奥壁付

近で0.8mを測る。石室高は奥壁にゑられる石積み4段が現状では最も高く、床面から55

cmを測る。石組承の状態は、2石からなる奥壁最下段の南寄りの石材が縦積象をしている

以外はすべて横積みを行っている。石材の規模は、上記の奥壁最下段南寄りの石材が最も

大きく長さ60cm、幅30cmを測るが、その他の石材では、長さ20cm前後のものと30cm前後の

ものが多い。石室に使用された石材の種類はチャートである。

次に床面を承ると、検出した床面にはほぼ全面に拳大の石材による敷石が施されており、

奥壁寄りには、長さ28cm，幅10cmのやや大きい石が1石みられる。

遣存する石室の範囲内では、袖部の有無は不明であるが、石室の幅が1mにも満たない

ことからゑて無袖式の可能性が強い。

出土遺物本古墳から出土した遺物はすべて石室内のものである。その内、古墳時代の

ものは須恵器6点（杯2点、蓋2点、壷2点）と紡錘車1点であり、その他に古墳時代以

前の石鍍が1点出土している。

〔遺物出土状態〕出土した遣物は石室奥壁付近のものであり、古墳時代以前の石鍍も

含め、すべて床面直上から出土している。

杯（1．2）は北壁寄りの所から重なって出土しているが、杯（2）は口縁を下に向け

た状態であった。またそのすぐ奥壁寄りから蓋（4）が出土し、やや離れた奥壁のほぼ中

央において蓋（3）が出土している。奥壁から約70cmの所で出土した壷(5．6)は細か

－14－
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図16音戸山西支群l号墳出土須恵器実測図

紡錘車・石錐実測図

く破砕した状態であった。

〔出土遺物〕杯（1．2）は底部に粗いヘラケズリを施すもので、たちあがりは内傾

し、受部は外上方へのびるが、やや短く先端は丸味をもっている。法量は2点ともほぼ同

じものであり、口径12.2cm、器高4.5cmを測る。

蓋（3．4）も、ほぼ同じ法量であるが、蓋3は4に比べ天井部の断面がかなり厚い。

天井部と口縁部とを分ける境界はともに鈍く蓋4には浅い凹線が承られる。

紡錘車は、土製のもので、表面の摩滅が著しい。直径4.4cm，厚さ2cmで、中心の貫通

孔は、直径0.5～0.8cmを測る。

石鍼は五角形の底辺をくぼませたもので、全長2.5cm、最大幅1.5cm，重量1.2gを測る。

3音戸山西支群2号墳

墳丘2号墳は同じ並びにある4基の古墳の中で最も良好に墳丘形態をとどめており、

墳丘の頂上には天井部の石材が露出し、石室内には一部で空洞部もみられた。

現状での墳丘規模は南北の直径が周溝心を間で8.5m，墳丘高2.5mを測る。墳丘の構築

は1号墳同様斜面を切り込んで平らな面を造り、石室掘り形の掘削を行い、石室の構築に

伴って盛土を行っている。

－15－



国
劇 E

|ミ
ヨ

１
戸
こ
つ
ｏ
・
可
の
叫
ヨ

ー
１
１
斗
Ｉ
ｌ
ｌ

ｍ
ｚ

封土は、高さ約lm残存しており、3．

4回に分けて盛土している様子がわかる。

石室を構築する掘り形は、淡赤褐色土居の

地山を切り込んで造られており、その規模

は、作図した横断面で肩口の幅が3.6mを

測る大型のものであった。なお、墳丘を構

築する際の地山面は、前述のように斜面を

平らに整形してつくられているが、全体の

地形に左右されて、横断面では南へ低くな

っており、この石室掘り形の肩口も南側は

北側に比べ約50cmほど低くなっている。ま

た同じく周溝に関しても、3号墳と接する

墳丘北側の部分と、1号墳と接する南側の

部分とでは周溝底部の高さに1.3cmの差を

もっている。

内部構造本古墳の内部構造は無袖式の

横穴式石室で東南東方向に開口している。

石室内の調査では床面近くまで掘り進んだ

ところ、奥壁部に遺存する天井石、南側壁

が倒壊する危険が生じたため、その段階で

実測及び写真撮影を行い、床面の調査は横

断主軸に沿う幅10cmの確認トレンチにとど

めた。そのため床面平面図は、奥壁から,.7

mの所までは床面から約40cm，それ以外は

床面から約10cm上部での平面図となってい

る。平面図を作成した状態での石室規模は、

全長5.5mで、幅は奥壁で1.3m，開口部付

近で0.7mを測る。天井石のみられる奥壁

付近での石室内の高さは、1.5mを測るが、

横断面で確認した床面から測ると同じく天
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井石までの高さは約1.8mとなる。石

室の形態は無袖式である。奥壁附近と

開口部附近とではその幅に倍ほどのひ

らきがあることからゑて、明らかに玄

部室と羨道部とを意識していることが

わかる。

石室の遣存状態は、奥壁及び南壁が

良好であるのに比べ、北壁に関しては、

奥壁附近を除き大半の石材が石室内に

倒壊していた。これらの石室内に落ち

込んだ石材はかなりの量にのぼり、な
図19音戸山西支群2号墳調査後墳丘測量図

込んだ石材はかなりの量にのぼり、な （1：200）

かには大型石材も数点含まれていることからゑて、石室全体に天井石が架構されていたも

のと考えられる。

石室に使用された石材の規模は大半が長さ50～60cm、幅20cm前後であるが、現状におい

ては奥壁部にかかる天井石と北壁の奥から4列目最下段石が最も大きく、ともに長さ約90

cm，幅約70cmを測る。壁面全体をゑた場合、奥壁及び南壁に使用された石材の規模がほぼ

均一であるのに比べ、北壁に関しては、規模のばらつきが承られる。

石組ゑの状態は、基本的には石材を横積みにしているが、北壁最下段の数石と南壁最下

段の一石が縦積承を行っている。南壁にふられるこの縦積ゑ石材は、長さ約60cm、幅40cm

を測り、壁面のほぼ中央にあたる奥壁から3m前後に位置している。またこの石材は南壁

に使用されたものでは最も大型であることからゑて、袖部を意識して据えられた可能性が

強い。なお石室に使用された石材はチャートである。

床面の検出は横断トレンチによって行ったが、検出された床面には10cm前後の板石によ

る敷石が施されており、遣存状態は比較的良好であった。

出土遺物前述のように床面の検出は一部分にとどめたため、

1
出土遺物も須恵器2点（杯1点、蓋1点）であった。蓋は床面

検出トレンチのほぼ中央において、床面より15cmほど浮いた状

態で出土しており、杯はその南壁沿いの床面直上から出土してL－－－」10cm

いる。ただしこの杯は口縁部を下に向けた状態であった。図20音戸山西支群2号墳

出土須恵器実測図杯・蓋はともにほぼ同じ法量で、杯が口径10.0cm、器高3.7

－17－
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図21音戸山西支群2号墳石室実測図（1：50）

－18－



cmであり、蓋が口径10.8cm、器高3.7cmである。全体に丸味をもっており、ヘラケズリは

みられない。杯は色調が暗灰色を呈し、胎土に石英・長石の粒を多く含むのに比べ、蓋は、

淡青灰色を呈し、胎土がきわめて精良である。焼成は杯・蓋とも良好である。

4小結

音戸山西支群は、御堂ヶ池古墳群と音戸山古墳群のほぼ中間に承られるの狭溢な谷間に

立地している。現在までに8基の円墳を確認しているが、その分布については今後精査を

要する地区である。

本支群を構成する8基の古墳はすべて直径10m前後の小円墳で、谷を挟んだ両側に4基

づつぷられるが、今回調査を行った1．2号墳を含む西側斜面の4基は、それぞれ裾を接

するように接近して営まれている。

調査を行った1．2号墳の墳丘規模は1号墳が直径7m，2号墳が直径8.5mで墳丘高

はともに2.5mを測った。内部構造はともに幅1m前後の横穴式石室で、2号墳は無袖式、

また石室の大半が失われた1号墳に関しても無袖式と考えられる。全長5.5mを測る2号

墳の石室は奥壁付近と開口部寄りでは、その幅に倍ほどのひらきがあり、南側壁では袖石

に相当する縦積象の最下段石材が承られ、その袖石の所から開口部にかけて石室の幅が一

段と狭くなることからゑて、完全な無袖式石室ではないことがわかる。

出土した須恵器をみると、1号墳のものは杯・蓋ともにヘラケズリが承られ、口径15"、

器高5cmと大きく、杯受部のたちあがりもやや高いものであり、6世紀後半の年代が考え

られる。2号墳出士の須恵器はその法量、調整が御堂ヶ池21号墳出士の須恵器と同じもの

であり、7世紀前葉と考えられるが、石室内を完掘していないため、時期の異なる遺物が

出土する可能性もあることを付け加える必要があろう。

出土須恵器でぷた場合、今回発掘調査を実施した総計6基の中では、本支群1号墳出土

のものが最も古い時期に位置している。この1号墳の石室は、幅0.8cmの無袖式石室と考

えられ、嵯峨野地域における石室の形態変化を変えるうえで注意を要するものといえよう。

－19－



第3章音戸山7．8号墳

1調査経過

調査に至る経緯昭和58年度に実施した音戸山古墳群の発掘調査では、音戸山3．4．

5号墳の発掘調査を行ったが、これと合わせて実施した周辺地形の測量調査では、その西

側の丘陵斜面で新たに2基の古墳を発見し、これを7号墳・8号墳と名付けた。2基の古

墳はいずれも直径10m余りの小規模古墳で、雑木林の中では目立たなかったために京都市

の遺跡地図では登録もれとなっていた。

ところが、この7．8号墳の位置する丘陵斜面で新たな造成工事が予定され、事前に発

掘調査を行う必要が生じた。調査の進め方については、京都市埋蔵文化財調査センターが

原因者と協義を行い、実際の発掘調査は財団法人京都市埋蔵文化財研究所が担当して行う

こととなった。

調査の経過発掘調査は1984年10月中旬より開始し、1985年1月中旬に埋戻し作業を終

え、現場での作業を完了した。調査手順としては、まず対象地全体の伐採から始め、これ

が終了した10月26日には関係者各位の御出席をいただき、慰霊祭を営んだ。

今回の発掘調査は「四分法」による全面調査で行うこととし、先に8号墳、次いで7号

墳の順に調査を進めた。．

8号墳では表土を排除

した後、墳丘中央で攪乱

擴を検出し、これを掘り

下げた。ここでは石室に

落ち込んだ石材を多数検

出し、これらを記録した

後に取りはずした。次い

で、石室床面上で原位置

をとどめる石材4個と抜

穴を多数検出し、これに

よって石室の形状をほぼ

明らかにすることができ

瀞譲騨 謝綱

【

‘尋 雷
。

写真1調査風景（音戸山7号墳、北から）
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7号墳は7月中旬より調査を開始した。

しかし、主体部は完全に破壊されており、

石材や抜穴等はまったく検出できなかった。

11月末に両方の全景写真を撮り、以後石

室実測と墳丘測量を行った。ところが、両

古墳の周溝を精査したところ、本来はさら

に大規模なものであることが判明し、8号

墳においては墳丘前面に列石が存在するこ

とも判明した。これらを調査した後、2基

とも墳丘封土をすべて排除し、墳丘基底面

上で全景写真・墳丘測量を実施した。そし

て両方とも断ち割りを行って土層断面図を

作成し、その後、埋戻しを行って現場での

作業を終了した。

墳丘の状態ここでは調査の過程で作成

した3枚の測量図を示し、その内容につい

て記す。

図23は、伐採終了時に作成したもので、

発掘調査前の状態を示す測量図である｡2

基はともに墳丘が低く、中央部には盗掘擴

と承られる凹承が存在している。8号墳に

比べると7号墳の方が東西に細長く、この

状態ですでに方墳であることが推定できた。

しかし、8号墳については墳形が明瞭でな

く、どちらかといえば南北に細長い円墳と

考えることもできた。

図24は、墳丘上とその周囲の表土を排除

し、主体部・周溝・攪乱擴等を掘り上げた

時点で作成したものである。2基はともに
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北・南・西の三方に墳丘とは不釣合な規模の周溝がめぐり、方墳であることが明瞭となっ

た。周溝の形態はよく似ているが、墳丘は7号墳が東西に、8号墳が南北に細長い。8号

墳の主体部は墳丘のほぼ中央に設けられており、地形の傾斜に従って南側を開口部として

いる。また、8号墳の開口部両側には列石がゑられるが、その方向は石室主軸と正しく直

交せず、西で北に振れていることもわかる。

図25は、両方の古墳の墳丘封土をすべて排除し、墳丘の基底面上で作成した測量図であ

る。墳丘基底面は地山1とした赤褐色泥土層の上面にあたる。この泥土層は周辺の丘陵斜

面にも認められるので、古墳が造られた当時の|日表土層に相当するものと考えられる。図

24に比べると周溝や周辺地形に変化はないが、墳丘基底面上には等高線が横走しており、

古墳を築造した当初の状態を知る資料として興味深い。

2音戸山7号墳

墳丘調査前には、東西12m、南北11m程度の規模をもつ方墳と推定された。墳丘の中

央部が平坦であることから、すでに盗掘されていることも予想された。

調査の結果、北・東．西の三方で周溝を検出し、方墳であることが判明した。墳丘の規

模は東西の基底面幅が9.6m，周溝心々で東西12.0m、南北約11mである。その形状は北

東方向に突出したややいびつな方墳といえる。

墳丘封土は極めて残りが悪く、最高で25cmを測るにすぎない。封土は地山の明褐色泥土

層を主にして盛られている。

周溝は墳丘の北・東・西の三方を、型にめぐる。その規模は一様でなく、幅2.0～3.4m、

深さ70～80cmを測る。埋士は2層に分かれ、上層は礫を含んだ褐色土層、下層は地山の赤

褐色泥土層に類似した層であった。周溝の肩部は直線的に傾斜するが、底はゆるやかなU

字形を呈する。周溝の両端部はいずれも一段深くなり、そのまま立ち上って消滅する。し

たがって、周溝は南辺部には連続しない。また、周溝底には凹凸があり、底のレベルも一

定でない。特に北東隅においては長さ2m，幅90cm，深さ30cmの規模をもつ炭入りの褐色

士層を埋土とする落ち込み(SKI)を検出した。

この他、墳丘南辺の裾部では、列石の残りとみられる石材を2個検出した。2個の石材

はともにチャート製の薄い石材で、その平らな面を南に向け、長軸を立てるようにして据

えられている。

内部構造主体部と重複する攪乱塘は、長さ6.0m，幅3.4m，深さ70cmの規模をもつ。

､
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その底部では石材や抜穴等はまったく検出できず、したがって本古墳の主体部はこの攪乱

擴によって完全に破壊されたものと推定できた。この攪乱擴の南端では、原位置を失なっ

た20個程の小石材を検出したが、これらは石室が破壊された際に開口部に堆積したものと

みることができる。

この他、開口部の東南隅では平安時代の土壌(SK2)を検出した。直径1.2m、深さ35

cmを有し、埋土及び底部から承和通寳が出土した。

出土遺物整理箱’箱分の遺物が出土した。須恵器には、杯．蓋．高杯．壺等があるが、

いずれも小片のため、図示できたのは図27の3点にとどまった。この他、SK2からは承

和通寳が42枚出土している。

図27の1は口縁部の内面にかえりを有する蓋であるが、天井部のつま承を欠いている。

内外面は横ナデし、天井部はヘラケズリを施す。口径9.0cm。

2はその形態から杯として図示した。内外面は横ナデし、底部外面はへう切りのまま不

調整となっている。口径11.1cm，深さ3.3

c､を測る。

’は口径67"、器高Ⅲ"､体部最大一1

ニニニ
ロ■■■■一

!－q■■

－

径11.3cmを測る壷である。口縁部はわずか

に外上方にのび、体部はやや肩が張る。そ ｜
ｄ
『
一

一
一
ｍ

’
一
一

0 10cm

の中位にくずれた凹線文を1条めぐらせる。＝＝＝＝垂＝＝＝＝

体部下半はヘラケズリを施す。 図27音戸山7号墳出土須恵器実測図

なお、7号墳の墳丘中心より西へ約15m

の斜面上では、須恵器の破片が多数採

集された。ここでは、杯・蓋・壷・瓶

等の器形が認められたが、図示できた

ヨのは右図の4点である。4点とも須恵

器杯で、3．4は法量が大きく、4は

底部に高台を貼り付けている。各々の

■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■P■

■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■

～ ー■■■

底 部に高台 を貼り付けている。各々の010cm
－

法量は以下のとおり。1＝口径9.0cm、
図28音戸山7号墳西方斜面出土須恵器実測図

深さ4.4cm，2=口径10.4cm，深さ4.4

cm，3=口径14.0cm、深さ4.0cm，4

＝高台径8.1cm。
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3音戸山8号墳

墳丘調査前には、東西10.5m、南北11.5mの南北に細長い円墳と思われ、墳丘の中央

部には盗掘擴とゑられる凹ゑが存在していた。

調査の結果、墳丘の北・東・西の三方をめぐる周溝を検出し、方墳であることが判明し

た。墳丘の規模は東西の基底面幅が6.5m，周溝心々で9.5m，南北方向では北側の肩と南

側の列石までで8.0mを測る。7号墳に比べるとやや小型で、しかも南北に細長い点で特

色がある。

墳丘封土は残りが悪く、最高で35cmを残すにすぎなかった。墳丘の西半分では赤褐色泥

土層を主とするI層と明褐色泥土層を主とするⅡ層がみられたが、東半分、北半分ではⅡ

層の承が認められた。

周溝は墳丘の北・東・南の三方を、型にめぐる。しかし、墳丘基底面が極めて狭いこと

もあって、墳丘には不釣合な規模に感じられる。周溝の規模は、幅平均1.5m，深さ40~

50cmを有し、その両端部はともに1段深くなり、そのまま立ち上って消滅する。埋士は2

層に分かれる。下層は暗褐色士層（7）、上層は明褐色礫士層（8）で、さらにこの上部

には墳丘封土の崩れた層（明灰褐色土層、6）が堆積している。なお、当初はこの明灰褐

色土層を墳丘封土の動いていない部分と考え、この上部に堆積する黄褐色土層（5）を周

溝埋士として調査を進めていた。

列石は開口部の東側で4個、西側で6個認められた。石材の種類はすべてチャートであ

－

’

平面図

逹

麹昼
02m

ー

図29音戸山8号墳列石実測図（1：50）
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図31音戸山8号墳石室実測図（1：50）
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る。その平らな面を外に向け、縦あるいは横方向に長軸を向けて据えられている。

内部構造無袖式の横穴式石室を検出した。石室全長は4.8mあり、石室幅は奥壁付近

で1.2m、開口部で1.05mを測る。

墳丘の中央部で、攪乱擴を検出し、これを掘り下げたところ、石室床面上で原位置をと

どめた石材4個と、床面より浮いた状態の石材を多数検出した。このうち、石室の中央部

では横倒し状態の側壁石材を5個検出した。原位置をとどめる4個の石材は、いずれもチ

ャートで、その平坦面を内に向け、面を揃えて横積ふしている。奥の2石より南側の2石

の方が大きく、長軸方向で50～60cmを測る。これら4個の石材は、他の抜穴から判断して

東壁の奥から4個目までの基底石に相当する。

この他、石室床面上では石材の抜穴を15個検出し、これによって石室の形態や規模を|明

らかにすることができた。

出土遺物整理箱1箱分出土した。

須恵器・土師器が合計13個体分あるが、

小片となったものが多く、図示できた

のは右の5点にとどまった。これらは

石室内（4）、周溝（3．5）、墳丘裾

（1．2）から出土している。

1．2は口縁部の内面にかえりを有

する須恵器蓋である。形態は1の方が

扁平で、天井部には頭の平坦なつま象

が付く。2はつまゑの部分が欠損して

いる。内外面とも横ナデの後、天井部

外面をヘラケズリする。1は口径7.8

m、器高1.8m｡2は口径8.2m｡

3は無蓋高杯の破片で、杯部上半と

脚端部を欠く。杯部及び脚部には退化

した凹線がめぐる。

4は台付長頸壺である。外反する長

い口頚部と肩の張った体部、強く外方

へ張り出した高台部からなる。口頸部

ご

1

ご 雪
2

010cm
一 心

図32音戸山8号墳出戸須恵器・土師器実測図
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の中央には2条の凹線がめぐり、その下方にはしぼり目が残る。口径9.2cm、器高19.7"，

体部最大径13.8cm、高台径7.1cmを測る。この台付長頸壷は石室開口部の床面からやや浮

いた位置で出土したが、同一破片は7号墳の北側周溝からも出土している。

5は土師器甕で、西側周溝の立ち上り部で小片となって出土した。内外面はハケメ調整

を施し、体部下半をヘラケズリしている。口径19.0cm，器高20.1cm，体部径20.8cmを測る。

4小結

墳丘今回の調査では墳丘・石室の全面調査を行ったため、墳丘に関しては前回のトレ

ンチ調査（3．4．5号墳）で得られなかった新たな知見を得ることができた。

その第1点は2基の古墳がともに方墳であることを明らかにした点である。当古墳群中

に方墳が存在することは、すでに前回の3号墳の調査において明らかになっていたが、今

回の調査では墳丘の三方で、型にめぐる周溝を検出し、その内容がより明確なものとなっ

た。また、その細部に関しても、周溝端部の形態が共通する一方、墳丘基底面の形状や炭

を含む土擴の有無等の差異も知ることができた。

その第2点は両古墳の墳丘前面で列石を検出したことである。群集墳の墳丘前面にこう
注l

した列石が存在することは、すでに各地で報告されているが、今回検出したものは石材を
注2

－列に並べただけのものであり、本来の形態からゑると著るしく退化したものといえる。

内部構造8号墳では現存する基底石及び抜穴から、小型の無袖式石室が復原できた。

同じ無袖式石室については、前回の調査で2例（3．5号墳）検出されているが、これら

と比較すると、石室幅は3号墳とほぼ同じであるが、全長はかなり短かい点が指摘できる。

なお、当古墳群で知られる3基の無袖式石室は、いずれも奥壁側が幅広く、開口部が狭

い点で一致しており、当古墳群を特色付けるものといえる。

出土遺物と年代今回の調査では、内面にかえりをもつ須恵器蓋及びこれに組承合う杯

（杯G)が多数出土しており、前回出土したような古墳時代に一般的な杯（杯H)はまっ

たく認められなかった。最近の土器編年研究によれば、杯Gと杯Hは7世紀前半に共存す
注3

るものの7世紀後半以降は杯Hが消滅、代って杯Gが主流をなすと考えられており、出土

須恵器の型式差だけでは古墳の前後関係を決めることはできない。しかし、7．8号墳か

ら出土した杯Gの蓋は、かえりの位置やつま承の形状で後出的な要素も承られ、また8号

墳の石室が3号墳の石室よりさらに小型化している点等からみると、今回調査した2基は

前回調査したものよりさらに新しい段階に造営された可能性が高いといえる。
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なお、8号墳から出土した台付長頸壷は、7世紀後半以降に盛行する特色を有しており、

山城地方においても古墳からの出土はあまり例がない。ただし、この台付長頚壺は8号墳

の石室開口部の床面よりやや浮いた状態で出土しているため、8号墳の被葬者を埋葬した

時点で納められたものか、慎重な判断が必要といえる。

以上、墳丘が低く平坦で、方墳であること。墳丘基底面が極めて狭く、これに不釣合な

規模の周溝力斗三方にめぐること。墳丘の前面に退化した列石をもつこと。小型化した無袖

式石室を主体部とし、須恵器杯Gを主に出土することなどの特色は、両古墳が古墳時代の

終末期に造営された古墳であることを示すものといえる。従来、このような古墳群につい
注 4 注 5

ては、山科区旭山古墳群と伏見区醍醐古墳群が知られるにすぎなかったが、古墳群が最も

密集する嵯峨野地域でもこのような終末期に属する古墳群の存在を明らかにしたことは、

山城地方における古墳時代の終末期の鶴相を理解する上で重要である。

注・参考文献

注1群集墳の墳丘前面をめぐる列石については「外護列石｣、「開口部列石」等呼ばれてきたが、

機能的にみると墳丘の低い側を土留めするために施行された「葺石」の一種と考えることが

できる。事実、西京区大枝山古墳群では残りの良い14．22号墳等で5段程度の段積み状態が

確認されており、通常はこれらの上半部が欠失して検出されることが多いため、先の名称を

得たものと思われる。

※「大枝山古墳群」『昭和58年度京都市埋蔵文化財調査概要』財団法人京都市埋蔵文化財

研究所

注2京都市内では同様の例として、山科区旭山古墳群中のD－4号墳がある。この古墳も一辺約

6mの方墳で、小型の無袖式石室を主体部としている。

※木下保明他『旭山古墳群発掘調査報告』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第5冊

1981年

注3『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ』奈良国立文化財研究所学報第31冊1978年

注4注2に同じ

注5『醍醐古墳群発掘調査概報』京都市文化観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所昭和

60年度
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